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地域教材（琉球餅）を生かした中学校家庭科教育実践（１）

－４つの動機づけの視点から－

富士栄登美子愈

EducationalpracticeofhomeeconomicsinajuniorhighschoolinOkinawautilizmgRyulWu
Kasuriasteachingmaterials(partl):ftomtheviewpointof4motivations

TbmikoFuJIE＊

(ReceivcdNovember4,2005）

ｌ緒言 しかし，動機づけとは，人を行動へと駆り立て

るような原動力が内面に発生した状態のことであ

り，‘`motivation”はギリシャ賂の“ｔｏｍｏｖｅ
減

から派生している(CllamberlamandCummings

2003)!）ことから，興味・関心があるだけでは，

動くことにはならない。

新井(1995)は，授業の流れの中で動機づけ要因

として，①態度,②欲求,③情緒,④コンピテンス,⑤

強化の５つの要因をあげている。

本研究では，地域に生きる「琉球餅」を教材と

し，動く力（Motivation)を学習者の内面に発生

させるため，家庭科教育の授業の流れの中で，４

つのモティペーションを設定した。ａ初期的動機

づけ,ｂ知識的動機づけ,ｃ意織的動機づけ,ｄ行

動的動機づけである。

本稿は，教育実践の中で，地域の琉球緋につい

て生徒たちの知識や関心がどの程度高まったか

を，生徒たちの反応と４つの動機づけから分析す

ることを研究目的とする。

土地の風土や生活そして人間の暮らしの中から

文化は生まれる。亜熱帯性気候で育った素材・

色・文様から，沖縄の独自の文化を生み出し，美

への追究の意志が琉球の緋文化と美を成立させた

(富士栄2005)。このことを踏まえ，筆者に残され

た課題は，琉球緋を地域教材として取り上げ，教

育実践へと広げていくことであった。

琉球紺は人々の生活の中に自然にとけ込んでい

る。しかし，地域に息づいているにもかかわらず，

地域教材として家庭科教育の中で取り上げられる

ことが少ないように思われた。

生活体験，自然体験，社会体験を重視する総合

的な学習の時間は，体験の中から理解するという
はえばろ

学習である。沖縄島南部の南風原町では，児童生

徒に対する伝統工芸品教育事業も始まっている。

そのひとつとして中学校では，2001年から職場体

駿実習を行っており，琉球餅の製作実習体験もあ

った。また，同町の南星中学校の制服の襟に餅の

刺繍がなされ，学校の玄関の広場には，緋の布片
がパネルになって160枚程展示され，「緋の広場」
と呼ばれている。

家庭科教育の授業の中で，地域教材を取り上げ

ることは，児童生徒に興味を起こさせ，関心を持
たせ，理解を深めることに役に立つことが予想さ
れる。

Ⅱ紺の歴史と南風原町での琉球紺

１紺の歴史

東京国立博物館所蔵の広東平絹幡（東京国立博

物館1999）は現存する世界最古の餅と考えられ，

その時期については．推古天皇(592～628年)の頃

(田中・岡村1969)あるいは7～8世紀(山辺1972）

､琉球大学教育学部家政教育専修oDepartmentofHomeEconomics,FacultyofEducation,Universityofthe
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琉ﾙﾄﾞ入学轍行．､if:h11紀吸鯛6H蝮

る。区１１は，南風原町に於ける緋工房の集｢'１域を
旦の人｢?4.,.is

,j〈している。南風隙111｢の．中でも喜屋戯．木1W1.
.Ｆ＜、r・

1M臆の３つの了に集IlIしている。

南風腺町役1MがllI来たのはl998iliで，その噸に

製作された琉球緋のタペストリーが．役場のｉｆ受

付の柱に今でも掛けられ,緋はi*i蝋原町の人々の

lliii1iの11Jに自然にとけ込んでいる。その１人1の枚

を図２に示す。束111リアジア系のイカットとは!'uな

り．透Iﾘ}感，iWiIi(感．綴量感の炎しさに感勤する。

琉比R緋は，緋栖にその特徴があり．〃筒で闘い氏

している。（`'[枚かのタペストリーに使われている

i＃柄は．以|ざのとお}〕である。◎ミダヌー“段）

◎ティーチブサー（つ111）◎ファナ・アーン･－

(化合わせ）◎ﾌﾟノキジャー（釣Ｉ)針）◎トリンイグ

アー（｢』(6)◎トッチキピーマ（徳利)。

役llMIﾉ､Iの公蛾V1jlIiiiiのイリにもミニタペストリー

(Ｍ３）が掛けられている。糾柄は，◎ファナ・ア

ーシー（花合わせ）◎ターチ・カマシキーにっ

益赦き）◎トウイグアー（千鳥）◎ヌチ・ヒチサ

ギー（よこ引き下げ）である。

毎年秋に行なわれる「はえばる緋まつり」では，

染めや緋織りの体験が出来る。図4は小学生が緋

織を体験しているところである。少女の脇の下

に見えている緋柄は，◎イン・ヌ・フィサー（犬

の足跡）◎イチチ・マルグム（５つの丸雲）◎ト

ウイグアー（千鳥）である。

と推測されている。一方，小笠原(1992)は現存す
る更に古い緋模様として．５～6世紀のアスターナ

出土の綱を紹介している。

琉球||ﾄﾙのルーツは．インドやインドネシアなど

南方系であるとの脱が一・股的である（田IIJ・’''''’
1976など)。古くから南〃との交易が盛んだった

琉球からすれば，以12の説は考えられる。しかし．

I打力のイカット（ﾎﾟﾙ）と琉球緋とは遙かに艇なる

械机を塁している。技術の伝搬があったにせよ決

して‐〃向ではない。いつの時代にも風土が求め

る擬愈織が'kまれ．狐〔lの文化がh'@)[する．

靴fllli＃に関する文献では．i1IIIlllの占綱と１１Vばれ

る『おもろさうし』（１５３１１６２３）の巻10-12,巻
仏心711

1024に．＃１１機嫌を附すＩ鮴幽」があり．’１１１１波１Ｎ

(１９７０)は‘そｵ|らの機嫌を緋帆槻のｿﾞﾋﾞｲ|{とlNlimづ

けて鰍獺している`，また１７１リイ１K，１１１}｣ｉＩ琉鰍ＩＫｌ１ｉｌｉｉＩｌ

使として漉琉した除(1766)は．r1I1lII伝憾録Ｊ１の

巻５の衣の瓜に緋衲の衣を側,（している。

日本に現存する琉鰍緋で占いものとして，江戸
．）血f8Ij

lii側I(１７世紀）における徳川綱i城所剛の縞麻羽織

(徳川美術館所戯)がある（ﾄﾞ１１谷1983)。「緋が本格

的な発展をとげたのは．江戸時代の中期以後のこ

とで．その技術は，この時代に新しくおそらく沖

純あたりから伝えられたものではないかと考えら

れ」（山辺1972.554)ている。

２南風原町での琉球紺

」二地の風土や4k活そして人IMIの藤らしのfIIから

文化は生まれる。文化は．美への惜しみない追求

である。沖繩は．独自のii＃文化を創り上げ．紺の

美学を実現してきた。

現hH．i1lI細りAで琉ﾙＩＭＩⅡの他IWi職の00％以｣皇を占

めている南風１１１(１１１１．は．ｉＩｌＩｌｌＵ勘の１ｈ部に位l徴してい
０」」０：Ｕ

Ｐ１ｉ縄県I↑I凪I1XmIMIH（',:剛）ォ』.Lびその拡大１判

（ｌｌＷ山llUlIj皮）（(i脚〕

；
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[蓋塞;沖縄県南風原町の位置 ，鵬工房の箆中域

図１南風原町に於ける縦工房の集中域 図２南風原町役場内，紺のタペストリー
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も緋のｉｉｉが貼め込まれている。これらのことから

も．緋が人々の生活の中に浸透していることがわ
かる．職
、結果と考察

園シ

iiiliill
１教育実践

与那原町立与那原中学校にて以下の授業を実践
した。

n時２００３年１２月１２日(金)2校時

珊Ⅳ｢被服室

学イ1堤（７）11<原中学校第3学年（20名）

科ｎ名選択家庭

授業背徹士栄登美子

[導入]：琉球鱒踊衣裳の実物を提示しながら入っ

ていった。

[展開（動機づけ）］：

①日本本土へ緋を伝えたのは沖縄であること

（初期的ＥＩＩ機づけ：図6)。

図３役場内の公衆電藷の一角に餅のミニタペストリ

｡１穏聯ｍＨｉＭ,恩
IJT鐸総::：閉

Oイチチ･マルグムー(五つの九塁）餅を織る少女

｡ﾄｰ轍芝アー(千鳥） ：脅鰯.』.h6-.L↓.γ･’｡,

図４南風原町の餅まつりにて，餅を織る少女

図６初期的動機づけ

図５役場のホールでのファッションショー

また．紺まつりでは，役場のホールを使って，

ファッションショー・デザインコンテストがある

(図5)。本物のモデルの後，第２ステージのモデ

ルは．うちのお祖母さんであり，お祖父さんとい

うこともあって，客は家族連れで満員となる。フ

ァッションショーをしている役場のホールへ，家

族がカメラを持って入って行く。ホールのドアに 図７知職的動機づけ

－１４７－
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②緋の歴史を調べ，琉球緋の美しさはどこからく

るのか．本土の緋と何がちがうのかを知る（知

識的動機づけ：図7)。

③緋の文様の蔵味を知る（知繊的動機づけ)。大

胆ではっとする美しい文様が琉球緋にあったこ

とを敬える。クワンカキー（似１８）は，’11綱え
Ｊ城山Ｇ

の許された士族の農111などで使われていた|墾lを

デザインしたもので，この文様は，一般庶民に

は使うことはWi:されていなかった。
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図９行動的動機づけ

ｑ<0

意識的動機づけ（人々の生活の中から文化は生まれる）

ミ
ジ
・
フ
ム
ー
（
水
・
宴
》護

図１０意職的動機づけ

＜餅文橡の愈味＞

２考察

授業の展開①から⑥の中での動機づけと教育実
践を行った後の生徒たちの反応は以下のとおりで
ある。

ａ初期的１１町機づけ①・・・「本土に紺を伝えたの
が抑繩というのがすごかった｡」

ｂｊＨｌ繊的1Rlj機づけ②.③.④・・・「iI1iW11出身の緋
なので．もっと知りたい｡」「沖綱に住んでいる
のに知らなかったけれど，わかるようになっ

た｡」「生活の道具までが模様になると知ってび

っくりした｡」「緋柄は，生活の中から出ている

ことを知った。一番気に入ったのは，ミジフム
（水雲）で綺麗だと思う｡」

ｃ行動的動機づけ⑤・・・「緋柄はどれも索敵だ
と思ったし，伝えていきたい素哨らしい文化だ
と思った｡」「これから，いろいろな琉球の伝統

図８琉球王府尚家伝来の黄紬地耕文袷

(出典:｢尚家継承琉球王朝文化遺産展図録」箪者一部加箪）

④緋の図柄は．風土や生活の｢1可から生まれ緋文
化を形成していった（知識的1Rlj機づけ)。

⑤伝えていきたい衆崎らしい文化だと想い．いろ

いろな琉靴の伝統に触れていきたいとの行励へ
と1IMIき〃｢める（行動的動機づけ：図9)。

⑥lII1illlに住んでいる生徒が#|'純の文化に触れるこ

と，知ることの大切さを伝え，意繊の高まりを
狙ったレベルの高い意識的動機づけである(意
識的動機づけ：図10)。

授業者の後ろのボスターの赤のシートには，琉
球舞踊衣裳に使われている緋の例をあげている。
黄のシートには，現在使われている緋の例を示し
ている。

－１４８－



tjfI．.i&；地11｛磯ｷイ（琉此牌|i）を?|iかしたり'学侠窺l迩科激育実践(1)

に触ｵ'ていきたい｡」

(１噸,磯的動機づけ⑥・・・「i｢|j繩には．このよう

な綺腿な緋がたくさんあるので総l)に思う`,｜

汁!Iilj機づけの織育fklLQによって．返M1ilMlは「しＬ

たことはある’１１，１腰であ－)た靴ﾙﾄﾞ紺のiiI11iMiや'1M心

lUiは・進｜I11lui,渦まった、．ただし．導入部での灘811ｉ

火焚の'｣I冬物提,kは．初IOI的動機づけには効処があ

･》たが．行動的Jill機づけへとつなげるためには，

lll'γ'|《にとってよI)身近な実物提ﾌ'〈（ペンケース

など）の刀がよかったと奪える。

水１Ｊ}先での教育爽磯はl11ilのみであるため．そ

の後．′ＩｘｌｉＩｆ光寵の人学院''二がﾘ|き続き地域数材を

'|(かした,家|延科微行の授雅奨践を数'011行ない．授

災効鵬をあげている。今後は．それらの研究も総

Aliしながら．Iliに考察を深めたいと瀞える。
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